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■地域における拠点・施設の連携の視点

旧気仙沼向洋高校に

求められる機能 

連携の視点 連携が想定される地域資源 

お伊勢浜海岸 

・海水浴 

菖蒲沢 

・親水公園 

・ゴルフ場

大島 

・各種体験観光

・十八鳴浜 

慰霊碑 

中心市街地 

・リアス・アーク美術館 

・海の市 等 

リアス・アーク美術館 

唐桑半島 

・津波体験 

・巨釜・半造 

視点１：地域内連携 

①地域資源の活用・連携によ

る地区滞留型観光

②階上地域における生活環境

向上に資するコミュニティ

機能の充実

本吉 

・大谷海岸 

・牧場/鉱山跡 

市内の連携 

陸前高田市 

・国営追悼・祈念施設 

・奇跡の一本松等 

南三陸町 

・防災対策庁舎等 

海の市 

石巻市 

・旧門脇小学校等 

視点３：広域連携 

⑤市外震災遺構との連携に

よる被災地観光・防災教育

プログラム提供 
…… 

津波体験館 

展示機能 
・震災遺構の展示 

・東日本大震災の記録 

・地震・津波の歴史 

・防災・減災の取り組み 

＜階上周辺＞ ＜その他市内＞ ＜市外の主な資源＞ 

交流促進機能 
・防災・減災の教育旅行 

・復興イベント 

・他の被災地との連携 

安波山 

階上地区 

まちづくり機能 
・「食」の魅力の発信 

・「景観」の魅力の発信 

・地域コミュニティ活動 

・復興団体活動拠点 

視点２：市内連携 

③市内他地区との回遊による

観光振興

④震災遺構見学や各種体験メ

ニューを織り込んだ防災教

育ツアー

他の震災遺構 

塩づくり体験 

…

岩井崎（潮吹岩、石灰岩

化石群、秀ノ山銅像） 

南三陸防災対策庁舎 

石巻 

国営追悼・祈念施設・門

脇小学校等 

陸前高田 

国営追悼・祈念施設・奇

跡の一本松等 

向洋高校 

・震災遺構見学 

・語り部 

お伊勢浜海水浴場 道の駅大谷海岸 

各種体験メニュー 

・地引網 

・シーカヤック 

・養殖施設見学 

・そば打ち 

・民泊 

・牧場 

教育・普及機能 
・セミナー・研修等 

・体験教室等 

・語り部や工作などを通

じた学び 

農水産物／郷土料理 

龍の松 

菖蒲沢ダム／気仙沼ＣＣ

伝統文化 

岩井崎 

・ジオパーク観光

・塩づくり体験

スローフード・食育運動 

みちのく潮風トレイル 

三陸ジオパーク（気仙沼湾、

唐桑半島、大島、大谷海岸） 

語り部 

各種体験メニュー 

岩井崎プロムナードセンター（被災）
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■連携イメージ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●向洋高校跡地を拠点として、岩井崎、お伊勢浜海岸からなる観光拠点ゾーンを形成、被災地観光と自

然探勝、海水浴に加えて、地域住民との交流により「食」や「伝統芸能」などの生活文化に接するこ

とで、地域への理解を深め愛着を感じてもらい、人と人とのつながりをもってリピーターへとつなげ

る。

●市外の震災遺構と連携しながら、大震災が東北地方の沿岸部に及ぼした甚大な被害を後世に伝え防災

のあり方を考える場を提供するとともに、向洋高校跡地を学術的な防災研究の場としても活用するこ

とで、広域的な防災研究の拠点として活用していく。

●震災の記憶をしっかりと語り継ぐよう、地域の子供達を対象とした防災教育の拠点として向洋高校跡

地を位置づけ、向洋高校跡地を目で見てわかる防災教材として、被災者の体験談を現場で聞くことで

体感できる教材として活用し、市内の他の被災地や震災遺構との機能連携のもと防災教育プログラム

を構築し、教育現場で活用する。

●公民館や学校などで郷土料理講習や「スローフード運動」、食育など、多様な世代にわたって地域が

取り組んできた「食文化」と「健康づくり」をさらに発展させるために、震災遺構整備に合わせてこ

れら活動成果の発表や新たな健康づくりのための地域に開放された運動場、観光客との交流のための

広場などの整備を行い、健康で生きいきとした生活を送れるようにする。

●気仙沼市街地や唐桑半島、大島、大谷地区など、多様性に富む観光資源を有する気仙沼の魅力を最大

限に楽しめるよう、それぞれの地域の持ち味を活かした観光コースを設定し、回遊してもらう。階上

では震災遺構と岩井崎をメインに据えながら、地域の特産品等の開発・販売により経済的な効果発現

を目指す。

①地域資源の

活用・連携

による地区

滞留型観光

②階上地域の

生活環境向

上に向けた

コミュニテ

ィ機能充実

【連携イメージ】 

⑤市外震災遺

構との連携

による被災

地観光・防

災教育プロ

グラム提供

④震災遺構見

学や各種体

験メニュー

を織り込ん

だ防災教育

ツアー

岩井崎 

・ジオパーク観光

・塩づくり体験

お伊勢浜海岸 

・海水浴 

向洋高校 

・震災遺構見学 

・語り部 

小中学校 

・食育 
階上公民館 

・健康づくり講習

等

向洋高校 

・スポーツ広場 

・地域イベント 

③市内他地区

との観光回

遊ルート形

成

視
点
１
：
地
域
内
連
携 

視
点
２
：
市
内
連
携 

視
点
３
：
広
域
連
携 

向陽高校 

・震災遺構見学 

・防災研究 

沿岸南部 

・石巻／南三陸

等

唐桑半島等 

・ジオパーク見学 

・各種体験メニュー

中心市街地 

・魚市場/美術館等

・宿泊 

向洋高校 

・震災遺構見学 

・語り部 

中心市街地

・美術館 

・海の市

唐桑半島等 

・津波体験館等 
向洋高校 

・震災遺構見学 

・語り部 

陸前高田等 

・ジオパーク見学 

・各種体験メニュー

一般観光客 

【対象者】 

地域住民 

市内児童・生徒 

一般観光客 

教育旅行／一般

観光客 

【連携パターン】 
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■連携に向けた課題と対応の方向（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連携に向けた課題 

 

 

 

対応の方向 

 

 

 

観光拠点となりうる震災遺構、岩井崎、お伊勢浜海水浴場、

ふれあい漁港等において、魅力ある観光サービスを提供すると

ともに、来訪者の滞留を促すような飲食・休憩機能の充実、回

遊ルートとなる散策路や案内サイン類の整備、ＩＣＴを活用し

た地域情報提供など、回遊環境の整備を進める。 

 

 

活発な地域活動の素地を活かして、来訪者と住民との交流機

会の拡充を進める。とくに、郷土料理や地元で採れる農水産物

を使ったブランド開発など、地域に根ざしている「食」をテー

マとした交流プログラムや、地域で受け継がれてきた伝統芸能

などの発表会などを日常的に開催する場を設け、地域文化の伝

承と発信による来訪者との交流による活性化を図る。 

 

 

常設の展示機能のみならず、地元児童・生徒達との交流や、

一般のマスコミでは接することのできない被災体験、復興に力

強く取り組む人々の物語、三陸の自然を体感できる体験メニュ

ーの提供など、心に響く質の高いプログラムを提供するととも

に、一定時間の滞留を支える飲食や休憩機能を充実させる。 

また、市内他地区との連携を強化し、宿泊も含めた魅力ある

ツアー開発に取り組む。 

 

 
観光関連事業者のサービス・スキルアップを働きかけるとと

もに、住民が自らのまちを知り自慢できるよう、住民向けツア

ーの実施などによるおもてなし意識醸成、観光ガイドや語り部

の養成、外国人向けの案内情報の多言語化、産直施設の設置な

どにより、来訪者の満足度を高めるおもてなしに努める。 

行政、事業者、住民それぞれが役割を認識し行動するための

推進母体を設置する。 

 

階上地区における対応課題 

 

 

 

気仙沼向洋高校跡の遺構整備を受けて、地区内の回遊が可能

となるよう、観光拠点となる場所や移動ルートの環境整備、案

内・休憩・飲食機能の充実などを行い、滞留時間の延長、消費

購買行動の増加などにも効果が及ぶような取り組みが求められ

る。 

 

 

地域で育み守ってきた郷土料理や伝統芸能、スローフード運

動など様々な生活文化に触れる機会を提供することにより、景

勝地岩井崎周辺の探勝を中心とする観光スタイルから、地域住

民と来訪者が交流することを通じて相互の生活の豊かさを高め

ることにつながるような懐の深い観光ゾーンへと展開すること

が求められる。 

 

 

震災遺構を中心とする防災教育に加えて、三陸ジオパーク指

定を踏まえた自然教育の場も有する市内有数の資源を有するこ

とから、本市を代表する教育旅行の受け入れ地となるよう、被

災した岩井崎プロムナードセンター機能（自然資源、人文資源

を楽しみながら学び、休憩できる機能）の復旧も含めて、研修

プログラムの提供や案内ガイド・コンテンツの充実などの受け

入れ態勢を整えていくことが求められる。 

 

 

階上地区では、これまで地域あげてのスローフード運動や小

学校での食育などを通じて健康づくりに取り組んできており、

こうした地域ならではの食文化を核としながら来訪者をもてな

すことで、他には無い個性を発揮することが期待される。 

そのため、農水産業との連携による六次産業化を推進しつつ、

地域の観光協会や観光事業者のほか、自治会や婦人会、ＰＴＡ

などの各団体が連携して様々なおもてなしのための体制を整え

ることが求められる。 

１．震災遺構整備を受けた地区の回遊性・滞留性の向上 

２．地域の生活文化を含めた多面的な交流の展開 

３．教育旅行をターゲットとした受け入れ態勢の強化 

①地域資源の

活用・連携

による地区

滞留型観光 

②階上地域の

生活環境向

上に向けた

コミュニテ

ィ機能充実 

④震災遺構見

学や各種体

験メニュー

を織り込ん

だ防災教育

ツアー 

③市内他地区

との観光回

遊ルート形

成 

４．地域ぐるみのおもてなしの推進 
⑤市外震災遺

構との連携

による被災

地観光・防

災教育プロ

グラム提供 

視
点
１
：
地
域
内
連
携 

視
点
２
：
市
内
連
携 

視
点
３
：
広
域
連
携 

１．観光拠点形成と回遊ルート、案内コンテンツの充実 ・地区内各拠点と回遊ルート

の整備 

・滞留メニューの提供 

・交流の場の確保 

・推進（マネジメント）体制

構築

・各地域団体の連携 

・交流の場の確保 

・参加気運の醸成 

・回遊コース（食事・宿泊含

む）の設定 

・推進（マネジメント）体制

構築 

 

２．住民参加型交流プログラムの開発 

３．研修・体験・交流メニューの充実 

４．おもてなし意識の醸成と連携体制の構築 

・学校と地域の連携体制 

・地域の参加 

・他都市遺構との機能・役割

分担の明確化 

・教育プログラム開発 

・旅行・ツアーの組み立て 

【連携パターン】 
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＜参考：階上地区の概況＞ 

階上地区への観光入込客数は、震災前には岩井崎やお伊勢浜海水浴場を中心におおむね年間 50

万人前後で推移していた。とくに、景勝地である岩井崎には年間を通じて多くの観光客が立ち寄っ

ていた。 

今後、気仙沼向洋高校跡の震災遺構整備と合わせて、駐車スペースや案内機能、飲食・休憩機能

が充実されれば、地区のアクセス利便性が向上すると同時にこれを起点として地区内の回遊ルート

が形成され、誘客における既存の観光資源との相乗効果が期待される。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「」 

 

【階上地区の主な地域資源】 

「潮吹岩」「ペルム紀化石」 

潮吹岩は、長い年月をかけて海水により浸食

された石灰岩地質からなる岩井崎の先端に

あり、海蝕洞の岩孔に波が打ち寄せるたびに

潮を吹き上げる。 

岩井崎は、今から２億５千年前（古生代ペル

ム紀）海中に生活していたサンゴ・二枚貝・

アンモナイト・ウミユリ・ボウスイ虫など数

十種におよぶ化石を豊富に含んでいる。 

 

「第９代横綱・秀ノ山雷五郎像」 

岩井崎の先端付近に、郷土が誇る第９代横

綱、秀ノ山雷五郎の銅像が大津波にも耐え、

堂々と太平洋を見渡している。 

 

「龍の形の被災松」 

秀ノ山雷五郎像の脇にあった松の木で、津波

によって幹や枝などが被害を受けたものの、

一部が奇跡的に残って、高さ約２．５ｍ、幹

周り１．７ｍで、大きく曲がった幹と折れた

枝が、まるで龍が昇る姿に見える。 

 

「お伊勢浜海水浴場」 

遠浅で波穏やかな海水浴場で、環境省の「快

水浴場百選」に選ばれており、付近の岩場で

は釣りや磯遊びを楽しむこともできる。 

■気仙沼市内の観光入込数の推移 単位：人
平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

階上 489,800 512,100 500,660 28,000 55,000

気仙沼市街 693,400 747,300 689,600 163,100 415,300
大島 319,200 321,100 316,200 37,400 106,100
唐桑半島 374,200 375,800 349,100 63,200 78,900
本吉地区 594,161 645,374 685,029 140,900 129,150

計 2,470,761 2,601,674 2,540,589 432,600 784,450
※市ホームページより。
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